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第３回 BIM/CIM推進委員会
資料2-2 R02.02.05

①令和元年度に制・改定する基準要領等（２）

番号 基準要領等名 制・改定 WG名 備考
4-1 ３次元モデル表記標準（案） 改定 基準
4-2 (仮称)３次元モデル表記標準（案）に基づく３DAモデル作成の手引き (案) 制定 基準
5-1 土木工事数量算出要領（案） 改定 基準
5-2 (仮称)３次元モデルを用いた土木工事数量算出の手引き（案） 制定 基準
６ （仮称）BIM/CIMモデル電子納品の手引き（案） 制定 基準 改称

７-1 BIM/CIM成果品の検査要領（案） 改定 基準
7-2 BIM/CIM設計照査シート 改定 基準
7-3 BIM/CIM設計照査シートの運用ガイドライン（案） 改定 基準
８ （仮称）BIM/CIM活用工事における監督・検査マニュアル（案） 制定 実施

9-1 業務履行中における受発注者間の情報共有システム機能要件 改定 国際
9-2 工事施工中における受発注者間の情報共有システム機能要件 改定 国際
10 設計－施工間の情報連携を目的とした4次元モデル活用の手引き（案） 制定 国際
11 パラメトリックモデル仕様の作成方法（素案） 制定 活用

・資料2-1以外の令和元年度に制・改定する基準要領等は以下のとおり。
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第３回 BIM/CIM推進委員会
資料2-2 R02.02.05

①(4-1) 『３次元モデル表記標準（案）』

「3次元モデル表記標準（案）」とは、契約図書に位置付ける図面を3次元モデルへと転
換を図るため、契約時に必要となる3次元モデルそのものや3次元モデルから切り出した2次元
的なモデル※に付与すべき情報・表記方法等を規定したものである。
（※２次元表記については「CAD製図基準」を踏襲）

第1編 共通編

第2編 道路編 第1章 道路編
第2章 地下構造物編

第3編 構造編 第1章 トンネル編
第2章 橋梁編

第4編 河川編 第1章 河川構造物編

第5編 ダム編 第1章 コンクリートダム編
第2章 フィルダム編

【改定事項】
・対象工種の拡大

令和元年５月に改定した「3次元モデル表記標準（案）」について、第２編 道路編の
拡充を目的に第2章 地下構造物編を作成する。

3次元モデル表記標準（案）の全体構成 第1章 道路編

第2章 地下構造物編
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第３回 BIM/CIM推進委員会
資料2-2 R02.02.05

①(4-2)(仮称)『３次元モデル表記標準（案）に基づく３DAモデル作成の手引き（案）』

【制定の背景】
現状の「3次元モデル表記標準（案）」では、3DAモデルに関する具体的な解説や作成

例の記載がなかった。このため、具体的な解説や作成例を記載した「3次元モデル表記標準
（案）」の副読本として、本手引きを制定する。構成として、3次元投影図・3DA面図に寸
法、注記等を付与する具体的な手順、留意事項について解説する。
本手引きにより、3次元CADソフトウェアの機能を利用した寸法、注記等の付与方法を明

確化することで、3次元投影図・3DA面図作成の効率化が期待できる。

章 概要
第1章 はじめに 本手引きの位置づけ・目的、適用範

囲、手引きの構成について解説。
第2章 3DAモデル

について
3DAモデルの定義、作成対象図、各
図の役割の違いなどを解説。

第3章 3DAモデルに付
与する寸法、注
記等の考え方

建設プロセスの各場面で必要な寸法、
注記等、3DAモデルに付与する寸法、
注記等について解説。

第4章 3DAモデル
の作成手順

3次元投影図、3DA面図への寸法、
注記等の付与手順について解説。

第5章 参考文献 参考文献、参考となるソフトウェアの
ホームページへのリンクなどを解説。

３次元モデル表記標準（案）に基づく
３DAモデル作成の手引き（案）の構成

対象構造物（令和元年度）
橋梁（下部工）、道路、河川構造物の３工種3DAモデル作成のプロセス（全体イメージ）

3DA面図

投影図・
断面図の
切り出し

3次元の
形状モデル

寸法、注記
等を付与

アノテーション
平面を設定

3次元投影図

2次元図面

3DA
モデル
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第３回 BIM/CIM推進委員会
資料2-2 R02.02.05

①(5-1)『土木工事数量算出要領（案）』

【改定事項】
昨年度改定した本要領は、3次元モデル作成時の区分について、一部不明確な箇所が見受けられた。

このため、全ての工種の3次元モデル作成区分の見直しを目的に、以下の「C」定義を改めるとともに、「D」を
新たに加える以下の改定を実施した。
Ｃ：「必要性の有無」を確認する項目の再定義
・ 材料等の有無にかかわらず、３次元モデルからの数量算出は不要であるが、３次元モデルに付与した注

記情報で必要性の有無を区分すること。また、数量算出の対象外であることを属性情報により区分する。
・ 均しコンクリートや基礎砕石の敷き均し厚20cm以下等に適用する。
D：対象外
・ 2次的に算出する運搬量や破砕量及び、処分費や除雪などの巡回回数や作業時間のため、3次元モデ

ルを用いた数量算出の対象外とする。

「土木工事数量算出要領（案）」は、平成29年度より従来の2次元図面からの数量算出に加えて、3
次元モデルから数量算出を行うための改定を実施している。

⇒ B （必要性の有無が「-」または「×」であるため）

変更なし

⇒B

⇒B

数量算出区分一覧表（例：コンクリート構造）
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第３回 BIM/CIM推進委員会
資料2-2 R02.02.05

①(5-2)(仮称)『３次元モデルを用いた土木工事数量算出の手引き（案）』

【制定の背景】
現状の「土木工事数量算出要領（案）」では、契約図書として数量算出に用いる３次

元モデルの作成に当たって、3次元モデルの作成区分A・B・Cの具体的なモデル化例等、現
実的な運用についての記載がないため、不十分である。
このため、3次元CADソフトウェアの機能によるモデル作成方法や属性情報の付与等を例

示した「土木工事数量算出要領（案）」の副読本として、本手引きを制定する。
本手引きにより、数量算出に用いる３次元モデル作成及び数量算出、集計の効率化が期

待できる。

章 概要
第1章 はじめに 本手引きの位置づけ・目的、適用範囲、手

引きの構成について解説。
第2章 土構造物 数量算出を目的とした土構造物の3次元モ

デルの作成方法や手順、考え方等を解説。
第3章 コンクリート構造物 数量算出を目的としたコンクリート構造物の

3次元モデルの作成方法や手順、考え方等
を解説。

第4章 鋼構造物 数量算出を目的とした鋼構造物の3次元モ
デルの作成方法や手順、考え方等を解説。

第5章 参考文献 参考文献、参考となるソフトウェアのホーム
ページへのリンク等を掲載。

３次元モデルを用いた土木工事数量算出の手引き（案）の構成

対象構造物（令和元年度）
土構造物、コンクリート構造物、鋼構造物の３工種

■C区分のモデルの３次元モデル作成方法（例）
＜基礎砕石＞
a)数量算出を目的として作成

b)契約図書や詳細設計の目的で作成

基礎砕石
(20cm以下）

数量算出要領(案)に基
づくモデル化は不要とする

属性情報を付与し、数量
算出しない部位とする

基礎砕石
(20cm以下）
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第３回 BIM/CIM推進委員会
資料2-2 R02.02.05

①(6)『CIM事業における成果品作成の手引き(案)』

『CIM事業における成果品作成の手引き(案)』とは
 CIMモデルを納品する項目やフォルダ構成等、納品に必要な基本事項を規定したもの。
 H30年は実施に係る計画書、報告書の保存フォルダ命名規則を明記し、作成・更新した

CIMモデルを格納するフォルダ/ファイルの有無についてルールを設定している。

http://www.mlit.go.jp/tec/tec_tk
_000037.html

成果品の作成内容

納品媒体

成果品の照査

基本事項

成果品の作成

【 主 な 構 成 】

対応ソフトウェア

○○調査

電子納品要領

CIM事業における成果
品作成の手引き（案）

CIM事業における成果品作成の手引き
（案）

令和元年５月

国土交通省
大臣官房技術調査課
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第３回 BIM/CIM推進委員会
資料2-2 R02.02.05

①(6)『CIM事業における成果品作成の手引き（案）』

課題①：名称が「BIM/CIMモデルそのものを作成する手引き」と誤解される傾向がある。
改 称：BIM/CIMモデルを適切に電子納品するための手引きであることが明確に伝わる名称に変更。

⇒ (仮称)『BIM/CIMモデル電子納品の手引き（案）』

課題②：現行の手引き（案）の「成果品のフォルダ構成」は、BIM/CIMモデルの分類に応じた区分
であり、『設計業務等共通仕様書（案）』に定める設計成果とBIM/CIMモデルの関係が
分かりにくい。

改 定 ： 『土木設計業務等の電子納品要領』等との整合を図るとともに、『設計業務等共通仕様
書（案）』に定める成果物との関係、再定義されたモデル分類を考慮した構成とした。

課題③：現状、属性情報の付与方法は「3次元モデルに直接付与」「3次元モデルから外部参照」
の2つから選択できる。構造物モデルの属性情報の標準化が行われるまでの間は「3次元
モデルから外部参照」が想定され、属性情報のリンク方法を明確にする必要がある。

改 定：当面は、適切に情報を付与できる「3次元モデルから外部参照」を標準とし、外部参照に
よるファイル指定は「相対パス」で設定することを明記した。

 広域地形モデルは使用する数値地図の縮尺の違いのため地形モデルに統合した
 線形モデルは土工形状モデル（J-LandXML）に包含されるため、土工形状モデルのフォルダに

格納するものとした
 BIM/CIMモデル（特に構造物モデル）のデータファイル命名の考え方を明示した

【改称・改定の背景】
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第３回 BIM/CIM推進委員会
資料2-2 R02.02.05

【改定事項】
・対象工種の拡大（１工種→７工種）

令和元年５月に制定した「BIM/CIM成果品の検査要領（案）」について、対象工種
の拡大を目的として、本要領を改定する。

樋門・樋管詳細設計、築堤護岸詳細設計、道路詳細設計
山岳トンネル詳細設計、共同溝詳細設計、仮設構造物詳細設計
橋梁詳細設計（H30年度実施）

①(7-1)『BIM/CIM成果品の検査要領（案） 』

「BIM/CIM成果品の検査要領（案）」とは、従来の照査・検査と比較を通じ、３次元モ
デルによる設計照査・検査の項目を明確化して、発注者による詳細設計業務の成果品の3
次元モデルに関する検査項目を要領化したものである。
令和元年５月においては、本要領の他に、２次元図面を対象とした橋梁構造物における設
計照査・検査の項目を整理した設計照査シートや運用ガイドラインを策定した。

■ BIM/CIM成果品の検査要領（案） (7-1)
■ BIM/CIM設計照査シート (7-2)
■ BIM/CIM設計照査シートの運用ガイドライン（案） (7-3)
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第３回 BIM/CIM推進委員会
資料2-2 R02.02.05

①(7-2)『BIM/CIM設計照査シート』

照査項目 No. 照査内容
照査対象
の有無

照査結果 備考

1 打合せ事項は反映されているか。

2
設計計算書の結果が正しく図面に反映されているか。（特に応力計算、安定計算等の結果が適用範囲も含
めて整合しているか。）

3 用地境界が確認でき、設計とモデルの座標値が一致しているか。

4 計画高水位が確認でき、設計値と一致しているか。

5 地下水位が確認でき、設計値と一致しているか。

6 推定岩盤線が確認でき、設計値と一致しているか。

7 柱状図が確認でき、設計値と一致しているか。

8 建築限界が確認でき、設計条件と一致しているか。

9 3次元モデルの形状寸法は設計値と一致しているか。

10 各構造物の天端高、上部工路面標高、根入れ長等が確認でき、設計値と一致しているか。

11 3次元モデル上での鉄筋と構造物のかぶりは設計値と一致しているか。

12
橋台等の3次元モデルの位置（座標）は線形座標及び座標図と一致しているか。また座標系は数学座標系と
測地座標系とで使い分けているか。

13
桁端部と桁遊間は妥当か確認したか。
隣接工区がある場合には、取り合いを確認したか。

14 支承縁端距離や桁かかり長が確保されているか確認したか。

15 擁壁、護岸工等、近接構造物との取り合いを確認したか。

16 埋設物や支障物件との取り合いは問題ないか確認したか。

17 付属物と本体との取り合いは妥当か確認したか。

※3次元モデルを作成していない項目については本チェックシートの適用対象外とする。詳細対象項目を抽出し詳細対象欄に〇印を記入し、照査結果を記載する。

全般

BIM/CIM設計照査シート（橋梁編 抜粋）

【改定事項】
・対象工種の拡大

(7-1)BIM/CIM成果品の検査要領（案）と同様に、対象工種の拡大を目的として、令
和元年5月に制定した「BIM/CIM設計照査シート」 を改定する。の対象工種を拡大する。
拡大した対象工種は、樋門・樋管、築堤護岸、道路、山岳トンネル、共同溝、仮設構造物
詳細設計の予定している。
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第３回 BIM/CIM推進委員会
資料2-2 R02.02.05

①(7-3)『BIM/CIM設計照査シートの運用ガイドライン（案）』

「BIM/CIM設計照査シートの運用ガイドライン（案）」は、受注者を対象としたBIM/CIM
モデルによる設計照査の際に用いる『BIM/CIM設計照査シート』の運用を規定することを目
的に令和元年５月に制定した。
（発注者による検査に関しては、別途、『BIM/CIM成果品の検査要領（案）』に定める）

【改定事項】
現状のガイドラインは、記載している照査例が少なく、現実的な運用に即していなかった。こ

のため、BIM/CIMモデルを用いた設計照査の手順や留意事項、高度な設計照査事例を例
示することを目的に、本ガイドラインを改定する。
本ガイドラインによって、BIM/CIMモデルを使用した確実な設計照査を実施やソフトウェア

開発の促進が期待できる。

①設計照査の手順、留意事項
『BIM/CIM設計照査シート』を活用したBIM/CIMモデルの設計照査を行う際の手順や

留意事項等について、現状のソフトウェアを使用した事例にて紹介する。
②高度な設計照査事例

建築限界の確認、点検シミュレーションによる点検範囲・構造確認等のBIM/CIMモデル
を活用する高度な設計照査についての事例を紹介する。 10



第３回 BIM/CIM推進委員会
資料2-2 R02.02.05

①(8) (仮称)『BIM/CIM活用工事における監督・検査マニュアル（案）』

【策定の背景と目的】
• BIM/CIM活用工事においては、設計情報の3次元データ等を活用した施工管理の高度化や効率

化に向けた取り組みが広がりつつある。
• 発注者の監督・検査においても、従来の書類（紙）と臨場を主体とした確認・検査行為から設計情

報の3次元データ等に対する施工履歴と結果（出来形、品質等）を比較する監督・検査を目指す。
• 臨場における確認・検査において、映像情報（動画、ライブストリーミング）やAR（オーグメンテッド・リ

アリティ）の積極的に導入するための環境を整備して、さらなる生産性の向上と効率化を推進する。

履行・施工管理（情報共有と意思伝達）
・ 施工箇所と土量搬出計画の確認

発注・契約（計画・実施内容の確認）
・ 適切な工期の設定、施工妥当性の確認

調達仕様の確認
・ 使用材料、材質 等

AR技術を活用した監督・検査
・ 設計と出来形の確認
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第３回 BIM/CIM推進委員会
資料2-2 R02.02.05

①(8) (仮称)『BIM/CIM活用工事における監督・検査マニュアル（案） 』

【監督職員の実施項目（抜粋）】
BIM/CIM活用項目に関する協議

• 監督職員は、BIM/CIM 活用工事の実施にあたっては、施工計画書とは別に、一連の
BIM/CIMの実施にかかる内容について「BIM/CIM実施計画書」を受注者より受領する。

• 「BIM/CIM実施計画書」に記載された項目について、BIM/CIMを活用した監督方法について受
発注者協議を基に実施する。

※監督職員の実施項目の流れと内容を記載

図-監督の実施項目

• 検査職員は、BIM/CIMの活
用項目に応じた技術検査を適
宜実施する。

• 映像情報（動画、ライブスト
リーミング）やAR（オーグメン
テッド・リアリティ）を活用した小
規模現場における臨場検査の
省略 等

【検査職員の実施項目（抜粋）】
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①(9-1)『業務履行中における受発注者間の情報共有システム機能要件』
①(9-2)『工事施工中における受発注者間の情報共有システム機能要件』

納品情報

納品情報受領通知

成果データ取得

取得完了通知

情報共有システム 仮登録

サーバ

取得

通知取得完了通知

ファイアウォール
中継

サーバ
省内統合

サーバ

成果データ取得

省内統合版電子納品・保管管理システム

成果データ登録

成果データ確認

オンライン電子納品システム

(受注者)

(発注者)

2018年度試行範囲

連携仕様

情報共有システムを利用したオンライン電子納品の概要イメージ

【改定事項】
オンライン電子納品の本運用に向けて、「情報共有システム」と「オンライン電子納品システ

ム」間の連携仕様の検討を実施しており、双方のセキュリティを確保するために接続の認証手
順を変更するため、情報共有システム機能要件を改定する。
・ワンタイムパスワードの使用
接続時の安全度を高めるため、一般的に利用されるワンタイムパスワードを用いた二段階認

証を使用する。
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①(10)『設計-施工間の情報連携を目的とした4次元モデル活用の手引き（案）』

【制定事項】
昨年度制定した「設計－施工間の情報連携のための４次元モデルの考え方（素案）」は、4

次元モデルの利活用場面は例示されているものの、設計段階での具体的な4次元モデルの作成
方法や作成手順は示されていない。また、リクワイヤメントにて設定された「工期設定支援システム
等と連携した設計工期の検討」を実施する際、工期設定支援システムとの連携方法が不明確で
ある。
今回、BIM/CIM活用事業における生産性を向上させるために、具体的な4次元モデル活用場

面・作成方法を明示することを目的として改定し、併せて「設計-施工間の情報連携を目的とした
4次元モデル活用の手引き（案）」と改称するものである。
①工程表に基づく４次元モデル作成手順

4次元モデルの作成方法や作成手順とし
て、汎用的な3次元CADソフトウェアの機能
を活用した工程表とBIM/CIMの連携方法に
ついて追加する。
②工期設定支援システムとの連携
積算段階での4次元モデルの利活用を促

進するため、工期設定支援システムから出力
した工程表との連携など、情報連携の観点で
検討すべき内容や留意事項等を追加する。 汎用CADソフトウェアの機能よる工程表とBIM/CIMモデルの連携イメージ

14
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【制定の背景】
３次元モデルは、汎用的なソフトウェアにて作成する場合、複雑な手順となるため多くのコス

トと作成時間が必要になる課題がある。３次元モデルの品質を確保しつつ、３次元モデル作
成作業を省力化するため、標準仕様のオブジェクトを対象とした「パラメトリックモデル」の検討
を実施している。
パラメトリックモデルが普及することで、3次元モデルの作成及び修正作業が簡略化されるた

め、作業時間の短縮や照査方法の簡略化（例：機械的な寸法照査）等の効果がある。
今年度は「パラメトリックモデル仕様の作成方法（素案）」として、工種に応じたパラメトリッ

クモデルのテンプレートや作成方法について取りまとめた。

①(11)『パラメトリックモデル仕様の作成方法（素案）』

パラメーター 寸法値
（m）

内空高 H 5.000

内空幅 W 7.000

頂版厚 h1 0.550

底版厚 h2 0.500

側壁厚1 t1 0.550

側壁厚2 t2 0.550

上ハンチ高 H１ 0.450

H

W t2t1

h2

h1
H1

W1

H2

W2

～ボックスカルバート～

・
・
・
・

・
・
・
・

断面形状の設定
（構造物のテンプレート）

（パラメーターの入力インターフェースのイメージ）

寸法値を入力し
て断面を作成。

パラメトリックモデル作図イメージ

パラメトリックモデル：
あらかじめ用意された標準断面等の構造物テン

プレートの中から、作成する土木構造物を選択し、
寸法値等のパラメータを入力するだけで簡易に作
成・修正可能な３次元オブジェクト
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【制定事項】
①パラメトリックモデル仕様の策定
以下の工種にて、各設計のパラメータにより設定した

テンプレート及びパラメータ表を作成。
・ボックスカルバート（１連、２連）
・擁壁（逆T型、L型、重力式、もたれ式、ブロック積み）
・橋台（重力式、逆T式、ラーメン式、箱式）
・橋脚（ 壁式〔矩形・小判形〕 、

張出し式 〔矩形・小判形〕、ラーメン式〔矩形〕）
・PC橋上部（T桁橋、I桁橋）
・U型側溝

②パラメトリックモデル作成方法の確立化
必要最小限の設定パラメータにてモデルを作成する方針にて、パラメトリックモデルの各仕様

を評価し、パラメトリックモデル作成方法を確立させる。これにより、ソフトウェアベンダー等への
パラメトリックモデル作成を促進させる。

①(11)『パラメトリックモデル仕様の作成方法（素案）』

入力項目 寸法値
(単位:)

内空高 H
頂版側ハンチ高さ H1
底版側ハンチ高さ H2
頂版厚 h1
底版厚 h2

入力項目 寸法値
(単位:)

左側壁厚 t1
右側壁厚 t2
内空幅 W
頂版側ハンチ幅 W1
底版側ハンチ幅 W2

H

W t2t1

h2

h1
H1

W1

H2

W2

構造物のテンプレート

パラメータ表
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② その他の検討結果

番号 WG名 項目 概要 備考

1-1 基準要領 BIM/CIMポータルサ
イトの設立

BIM/CIMに係る情報（基準要領等）を一元管理するサ
イトを昨年８月に公開。併せてBIM/CIMを紹介するパンフ
レット等を作成公開

2-1 実施体制 BIM/CIM技術者の
活用・育成

・ 受発注者として習得すべきBIM/CIM等の専門的な知識
及び技能について人材育成と評価の枠組みを整理

・ BIM/CIMの利活用拡大を目的とした専門機関として日
本版コンピテンスセンターの設置に向けた役割等の整理

・ BIM/CIM活用事業の技術者に求められる役割、要件
の整理

2-2 実施体制 新たな積算方式 ・ 既存の積算基準を踏まえた積算作業の効率化
・ 新たな積算手法の構築に向けた課題等の整理

3-1 国際標準
ISOを参考とした国内
で統一すべき用語の
整理

日本国内のBIM/CIM関連業務の意思疎通の円滑化のた
めに、ISOで定義されている用語をベースに146件を整理

4-1 活用促進 プロセス間のデータ連
携の検討

BIM/CIM活用により必要な情報が建設生産・管理システ
ムで適切に引継がれるよう検討を実施

4-2 活用促進
「BIM/CIM成果品作
成の際の留意点」の
資料化とWeb公開

過年度のBIM/CIM成果品において、成果品作成時のソフ
トウェア使用上の注意点をOCFのHPにて公開

OCF
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BIM/CIMポータルサイト【試行版】

●ポータルサイトトップページ

②(1-1)BIM/CIMポータルサイトの設立

http://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/bimcimindex.html

アクセス数：20,089 (9/１～12/31）

BIM/CIMを活用した４D検討の例

○国土交通省が策定したBIM/CIMに関する
基準・要領等や関連団体等が公表している
BIM/CIM関連情報を一元的に閲覧可能
な「BIM/CIMポータルサイト【試行版】」を開
設することにより、生産性革命のエンジンであ
るBIM/CIM推進を加速させます。

○項目ごとにタブを作成することにより、利便性
の向上を図っています。

令和元年８月
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②(1-1)BIM/CIMポータルサイトの設立

行政機関

関係団体（BIM/CIMに関する情報提供）

●リンク集
○行政機関、関係団体のBIM

/CIMに関する情報リンク集と
なっており、BIM/CIMに関す
る様々な情報にアクセスできる
環境となっています。
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②(1-1)BIM/CIMポータルサイトの設立

●BIM/CIMのパンフレット

・主に、土木分野の従事者に向けたBIM/CIMに関する紹介パンフレットです。
・BIM/CIMポータルサイトからダウンロードできます。

令和元年９月
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②(1-1)BIM/CIMポータルサイトの設立

●BIM/CIM事例集

・これまでに地整等で実施されたBIM/CIM活用業務・工事の紹介パンフレットです。
・BIM/CIMポータルサイトからダウンロードできます。

令和元年11月
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②(2-1)BIM/CIM教育・研修フレームワークの整理

【現状の課題】
• 我が国の建設生産・管理システムにおいて3次元情報を使用したBIM/CIM等が急速に

進展しつつある状況の下で、新たな情報技術の健全な発展を支える人的基盤の中心と
なる「人材」の育成は急務の課題となっている。

• ここでいう「人材」とは、土木工学分野に加え、BIM/CIM等の3次元情報に係る高度な
専門知識を保有し、それを実際の現場で活用することにより、課題の解決と付加価値の
創造と技術革新を実現できる創造的な実務能力を発揮できる人材を想定している。

BIM/CIM教育・訓練フレームワーク（案）

• 「BIM/CIM教育・訓練フレームワーク（案）」は、BIM/CIM等の3次元情報を最大限に
活用するために必要とされる受発注者双方の「人材」について、習得すべき専門的な知識と
技能の観点より整理を行った人材育成と評価の枠踏みである。

• 本フレームワークは、建設生産・管理システムにおけるBIM/CIMの活用に必要となる「知識
体系」を「階層（役職）別」と「教育訓練方法（メディア：Webinarや講習会等 ）」の
観点より整理した。

• 本フレームワークの活用と拡充を図ることで、建設分野において情報を扱う技術者の適切な
評価、産学連携による実践的教育の推進、国際的な人材育成への取り組みを推進する。
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②(2-1)BIM/CIM教育・研修フレームワークの整理

BIM/CIM教育・訓練のフレームワークは、 「知識体系」の各分類と、業務の役割に対する
「階層（役職）別」と「教育訓練方法（メディア：Webinarや講習会等 ）」の観点より
構成する。

BIM/CIMに関する知識体系

階層（役職）別
・発注者
総括調査員
主任調査員
調査員 等

・受注者
管理・照査技術者
担当技術者
担当者 等

教育訓練方法
・OJT
・書籍、テキスト
・オンライン学習
・集合研修、セミナー 等

・3次元情報の活用方針
・BIM/CIM概論
・建設生産・管理、業務プロセスでの
活用
・情報共有システム、ソフトウエア 等
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②(2-1)日本版コンピテンスセンターの役割等の整理

＜概要＞
• 日本におけるBIM/CIMの活用拡大に向けて、BIM/CIMを専門に扱う機関の設置に向け、日本版

コンピテンスセンターの役割等を整理。（新設または既存組織を活用）

• BIM/CIMの活用、建設情報を扱うための 『 人 』 『 ルール 』 『 情報 』 を視点に、機能と
役割を整理。

＜今回の検討概要＞
• ドイツのBIMコンピテンスセンターの機能や運用状況を参考に、日本版コンピテンスセンターの役割等

を整理。（新設または既存組織を活用）

【参考】
ドイツでは、BIMの普及促進のため新たな
機関（BIMコンピテンスセンター）の設置
が進められおり、その運営主体として、既設
のBIM関係民間機関（planen-bauen
4.0 GmbH ※ ）が担当。
※ planen bauen4.0は2015年設立され、現在は58機関。

右図の左側が業界団体の参加組織、右側が民間企業からの参加組織
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②(2-1)日本版コンピテンスセンターの役割等の整理

BIM/CIMの活用、建設情報を扱うための 『人』 『ルール』 『情報』 を視点に、機能と役割を整理。

○日本版コンピテンスセンターの機能と役割（案）
ドイツのBIMコンピテンスセンターの役割 日本版コンピテンスセンターが担うべき機能と役割（案）

AP1:BIMコンピテンスセンターの運営
・政府との連携・調整、委員会の運営

BIM/CIM推進委員会が担うべき機能・役割であるため、対象外

AP2:BIM導入のコーディネート
・ 既存の活動の調整
・ 国内標準化活動
・ 政府のBIM導入の支援
・ 年2回の対話フォーラム（ワークショップ）

AP3:教育、連携、広報
・ 教育・訓練
・ BIMクラスター（地方政府）との調整
・ 国際標準化活動
・ 広報活動

AP4:情報、データやアプリケーションの提供
（発注者向けのBIMポータル）
・BIM-Portalの検討と開発
AP5:維持管理・運用段階のBIMの検討 BIM/CIM推進委員会が担うべき機能・役割であるため、対象外
AP6:2020年以降のBIMの戦略 BIM/CIM推進委員会が担うべき機能・役割であるため、対象外

○BIM/CIM活用支援
・BIM/CIMに係る技術的支援
・BIM/CIMに係る各種調査・
技術開発

・BIM/CIMに係る広報

○教育、訓練
・研修、講習会の実施

○技術情報提供
・BIM/CIMに係る基準類等の提供
・BIM/CIMに係るソフトの認定

○情報の管理
・建設情報等の電子納品のシステムの運用

『人』に関する機能 『ルール』に関する機能 『情報』に関する機能
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• 事業プロセスにわたり、各種業務等で構築されたCIMモデルを統合、監理する業務を事
例に、BIM/CIM活用事業の技術者に求められる役割、要件を具体化する。

＜BIM/CIM監理業務等における主な業務内容＞
（１）施工の総括的技術管理に必要な3次元モデル（統合CIMモデル）の構築・更新
（２）総括的な施工管理（i-Con、BIM/CIM活用）の支援
（３）施工中に生じる施工技術的課題に対するBIM/CIMを活用した対応
（４）統合CIMモデルを用いた関係機関説明資料の作成
（大河津分水路改修事業のCIM監理業務の業務内容
（特記仕様書一部抜粋））

従来の技術業務の技術者に求める要件に加え、
情報マネジメント、3次元モデルを活用するため
の知識、技能、経験が必要ではないか？
・業務経験に基づくICT施工、BIM/CIM基
準・要領等の知識
・情報技術に関する知識
・3次元CAD、CIMモデルの構築、更新技能
など

一般的な技術業務の技術者に求める要件

BIM/CIM活用事業の実施経験

情報技術
に関する知識

ICT施工、BIM/CIM
基準・要領等の知識

BIM/CIM監理業務の担当技術者

従来の発注者支援業務の担当技術者

3次元CAD、CIMモデルの
構築、更新技能

②(2-1)BIM/CIM技術者の要件整理
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評価対象
求める資格

【必須】
求める業務経験

【必須】

受講等を推奨する
講習会、研修等

【当面の推奨要件】

求める推奨資格、
技能試験等

【将来の推奨要件】

担当技術者

• 技術士
• 一級土木施工管理技士
• 土木学会特別上級土木技術者、土木
学会上級土木技術者又は土木学会１
級土木技術者

• (一社 )全日本建設技術協会による公
共工事品質確保技術者 (Ⅰ )、公共工
事品質確保技術者(Ⅱ)又は発注者が
認めた同等の資格を有する者

• ＲＣＣＭ又はＲＣＣＭと同等の能力を有
する者

・ BIM/CIM活用業
務・工事の実績

・ BIM/CIMに関する
調査業務等

・大学、民間団体等
が主催する
BIM/CIMに関する
講習会、研修（ハン
ズオンを含む）への
参加実績。

• 情報処理技術者
試験（ITパスポート
など）【国家試験】

• 地質情報管理士
【一社】

• 3次元CAD技術者
試験【民間】

• ソフトウエアベン
ダーなどの認定資
格プログラム【民
間】

②(2-1)BIM/CIM技術者の要件整理

＜BIM/CIM監理業務等の技術者に求める業務実施能力（資格要件）等（案）＞
• 従来の発注者支援業務の技術者に求める要件やBIM/CIM活用事業経験を必須要件とし、情報
マネジメント、3次元モデルを活用するための知識・技能、資格は推奨要件として加える。

• 管理技術者は、指示ができれば良いため、特にBIM/CIMに関する要件は定めない。

【今後整理すべき事項】
・BIM/CIMに関する基準・要領に関する知識の習得方法が、経験による以外の方法がない
・建設情報をマネジメントするため、民間資格、講習会でカバーできていないプログラムはないか 27
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②(2-2) 新たな積算方式の検討

 直轄土木工事の予定価格の設定にあたっては、「土木工事標準積算基準書」（及びこ
れに対応した「土木工事数量算出要領」）に基づいて工事費の積算を行っている。

 積算にあたっては、完成時点の工事目的物のモデルだけでなく、施工方法に影響を及ぼす
施工条件等の情報が不可欠。

 一方で、BIM/CIMモデルは完成時点の工事目的物を表現したものであり、積算基準等
に対応するためには、オブジェクトを分割する必要がある。

検討の背景

BIM/CIMモデルが有している情報 と 積算基準が求める情報 のギャップを埋める必要
がある。

B BIM/CIMの活用を見据えた既存の制度・基準等の課題抽出
（BIM/CIM時代の新たな積算のあり方の検討）

A 既存の制度・基準等を前提とした積算の効率化に向けた検討
（設計BIM/CIMモデルを活用した積算方法の検討）

令和元年度の主な検討事項

28
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②(2-2) 新たな積算方式の検討

 短期的な対応として、既存の制度・基準等を前提とした積算の効率化を検討する必要。
 このため、既存の積算システムで、BIM/CIMから自動算出される情報を活用するために必要な環境

整備について検討する。
 BIM/CIMから自動算出が可能な情報を整理し、積算システムに受け渡す上での課題の整理及び

API等を活用した効率化等について検討を行う。
 あわせて、積算システムの改良に関する検討を進める。

＜個別工事情報＞
・ 工事名
・ 工期、契約年月、単価・歩掛適用年月
・ 機械損料・労務費補正率
・ 工種別入力条件の一部
・ 共通仮設費（積上げ分）の入力条件
・ 間接工事費の補正条件
・ 一般管理費等の補正条件

積算システム
（入力情報）

BIM/CIMモデル※

・ 施工県、施工地区
・ 事業区分、工事区分
・ 目的物数量
・ 材料数量
・ 工種別入力条件の一部

・ 施工歩掛
・ 機械損料
・ 労務単価
・ 材料単価
・ 諸経費率式

＜データベース＞

※ 施工計画を含んだ4Dモデルを前提
※ 設計成果品を活用することを想定

現状１ 設計BIM/CIMモデルには、積算に必要な諸条件が網羅されていない。
現状２ 設計BIM/CIMモデルから積算システムに情報を受け渡す作業が必要。

A 既存の制度・基準等を前提とした積算の効率化に向けた検討・課題

29
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②(2-2) 新たな積算方式の検討

 BIM/CIMを用いた自動数量算出の結果（概算工事費）を予定価格に採用する場合
に想定される課題について、制度面・実務面の双方から調査し、整理する。

 制度面での課題整理
• 受注者を選定する段階における図面・モデルの必要条件を調査
• 工事費（予定価格）の算出にあたっての課題の整理
• 最終的な工事費の算出における手法の調査

 実務面での課題整理
• 予定価格の妥当性の検証方法
• 設計変更の方法

B BIM/CIMの活用を見据えた既存の制度・基準等の課題抽出

【令和２年度以後に着手】
 効率的な積算手法の構築に向けた整理
 既存制度の改善提案
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分類 ISO content 概要
手順、手続きに関する事項 ISO 29481-1:2016 Building information models — Information delivery 

manual — Part 1: Methodology and format
情報伝達マニュアル-
手法と書式

手順、手続きに関する事項 ISO 29481-2:2012 Building information models — Information delivery 
manual — Part 2: Interaction framework

情報伝達マニュアル -
相互作用の枠組み

手順、手続きに関する事項 ISO 22263:2008 Organization of information about construction works 
— Framework for management of project information

プロセス管理-プロジェク
ト情報管理の枠組み

手順、手続きに関する事項 ISO 19650-1 

Organization and digitization of information about 
buildings and civil engineering works, including building 
information modelling 
– Information management using building information
modelling -- Part 1: Concepts and principles

アセットライフサイクルに
わたる共同作業の実
装-概念と原則

手順、手続きに関する事項 ISO 19650-2 

Organization and digitization of information about 
buildings and civil engineering works, including building 
information modelling 
– Information management using building information

modelling -- Part 2: Delivery phase of assets

アセットライフサイクルに
わたる共同作業の実
装-アセットデリバリー
フェーズ

BIM/CIMに関する幾何形状
表現や属性情報 ISO16739-1:2018

Industry Foundation Classes (IFC) for data sharing in 
the construction and facility management industries --
Part 1: Data schema

建物データ関連規格
の開発-データスキーマ

BIM/CIMに関する用語 ISO/TS 12911:2012 Framework for building information modelling (BIM) 
guidance

BIMガイダンス-BIMガ
イダンスの枠組み

②(3-1)ISOを参考とした国内で統一すべき用語の整理

＜策定の背景と目的＞
• これまでBIM/CIM関連の用語については、統一的な用語の定義がなかったため、それぞれの利

用者の解釈のもと、用語が使われていた。
• そこで、国内におけるBIM/CIM関連の用語に対する意思疎通の統一化を図るため、既存の

ISOで定義されている用語について調査し、 BIM/CIM用語集を作成。
今年度、用語の整理の対象としたISOの一覧
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②(3-1)ISOを参考とした国内で統一すべき用語の整理

ISOで定義された用語の一覧 国内の基準・要領類
ISO国際規格 用語 用語定義と説明 用語定義の参考和訳 用語 定義 出典
ISO19650-1 information 

exchange, verb
act of satisfying an 
information requirement or 
part thereof

情報要件またはその一部
を満たす行為

情報確認要件 情報確認の際の要求事項を整理
したもの。

• BIM/CIM活用における
「段階モデル確認書」作
成手引き【試行版】
（案）

ISO19650-1 level of 
information 
need

framework which defines the 
extent and granularity of 
information

情報の範囲と粒度を定義
するフレームワーク

CIMモデル詳
細度

CIMモデルをどこまで詳細に作成す
るかを示したもの。本ガイドラインで
は、100、200…500と5段階のレ
ベルを定義している。

• CIM導入ガイドライン
• CIM事業における成果
品作成の手引き(案)

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

ISOの用語と国内の基準・要領類の用語（用語として定義されているもの）が対応する用語は、18件ケース1

ISOの用語と国内の基準・要領類の用語（用語として定義されていないもの）が対応する用語は、66件
ISOで定義された用語の一覧 国内の基準・要領類

ISO国際規格 用語 用語定義と説明 用語定義の参考和訳 用語 定義 出典
ISO19650-2 BIM execution 

plan
plan that explains how the 
information management 
aspects of the appointment will 
be carried out by the delivery 
team

選定における情報管理の
側面が実施チームによって
どのように実行されるかを
説明する計画

CIM実施計
画

ISO/TS12911 BIM guidance 
document

document that aids users in 
achieving their intended results 
through the use of BIM

ユーザーがBIMを使用し
て意図した結果を達成す
るのを支援する文書

CIM導入ガイ
ドライン
（案）

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

ケース2

ISOの用語と国内の基準・要領類の用語が対応しない用語は、62件
ISOで定義された用語の一覧 国内の基準・要領類

ISO国際規格 用語 用語定義と説明 用語定義の参考和訳 用語 定義 出典
ISO19650-1 organizational 

information 
requirements
OIR

information requirements in 
relation to organizational 
objectives

組織の目的に関連した情報
要件

ISO19650-1 information 
container

named persistent set of 
information retrievable from 
within a file, system or 
application storage hierarchy

ファイル、システム、またはア
プリケーションの記憶域階層
から検索可能な名前付き永
続情報一式

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

ケース3
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②(4-1)プロセス間におけるデータ連携の検討

【検討の背景】
●BIM/CIMを活用することで、必要な情報が適切に引き継がれることが期待されるが、付与
すべき属性情報等が定義されていないことから、前のプロセスにおける目的及び技術力により
情報の質と量にばらつきがあり、データ連携が実現されていない。

【令和元年度の検討結果】
●データ連携の検討にあたり、受注者を対象に前プロセス等に着目した調査を実施。
●この調査結果（次頁：各団体の要望事項）を踏まえた議論で、どのようにすればモデル
が流通利活用されるのか再整理が必要との結論となった。

●さらに、本件はCIM導入ガイドライン（案）に改定内容に直結することから、ＳＷＧ代表
者会議でも議論し、以下のとおりの意見があった。

・各団体の要望事項に共通する内容が少ないことから、SWG代表者会議でなく、
SWG毎で議論すべき。また、次年度SWGが構造物毎から事業毎へ再編される
ことから、議論しやすくなるものと思料。

・拙速でなく、１年かけて検討すべき。

● ついては、次年度各要望団体から改めて具体的な要望内容を提示して頂き、
モデルの流通利活用に真に必要な要望か等を議論・整理することから始める。33
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各団体の要望提案事項の整理

②(4-1)プロセス間におけるデータ連携の検討
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過年度のBIM/CIM成果品において、成果品作成時のソフトウェア使用上の注意点をOCFのHPにて公開
■過年度成果品の主な問題点
属性のリンク切れ
外部参照のリンク切れ
ファイルパスの文字数制限オーバー（参照先を含む）

留意点説明資料の事例

BIM/CIM対応ソフトウェア一覧にシステム利用上の注意点を掲
載
■https://ocf.or.jp/cim/cimsoftlist/

②（4-2）「BIM/CIM成果品作成の際の留意点」の資料化とWeb公開について

35
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